
通級による指導を担当される先生用

通級による指導理解啓発リーフレット

「通級による指導」を
通常の学級で生かすために

〇知識・技能の習得と練習
〇支援・合理的配慮の実行と結果のフィードバック

◆

通常の学級担任等との連携
通常の学級担任等と情報を共有し、共通理解のも と 、
役割分担を行うことで、通級による指導がより効果的に

作用し、通常の学級での困難さの軽減、自尊感情の高揚
につながります。

通常の学級での様子を、様々な方法を組み合わせながら
共有することで、通常の学級と通級指導教室での指導が

効果的に連動します。

関係機関
本人及び保護者の了解の上、学校での状態や支援の
様子(うまくいったことやうまくいかなかったこと)を関係
機関と共有することが大切です。

a
〇チーフコーデ、イネーター、工リアコーデ、イネーター
〇通級拠点校通級指導担当者 (:、)県教育研修センター 等

田
〇障害者就業・生活支援センター

C)障害者職業センター C) ハ口一ワーク 等

定期的な連携 日常的な連携

〇校内委員会

〇 ヶー ス会議
〇授業参観・学級言方問

〇授業公開

〇校内研修

〇教育相談

〇学級担任等との

情報交換

※休み時間等の短い時間

の情報のやりとり

直

接
的

〇通級だより

〇通知表

〇評価シ ー ト

〇指導の記録

〇 学級担任等との

情報交換

・ 連 絡 ノ ー ト

・ メ ー ル

間

接
的

田
〇障がい福祉課・こども家庭課(各市町村)

C)発達障害者支援センター 、児重相談所 等

●霸重l目3
〇宮山奇県こども療育センター

(、)病院(小児科、小児心療内科等) 等

ーノ

〇知識・技能の活用と習熟

〇通常の学級での支援と合理的配盧に関する助言

本県では、平成28年度・29年度に文部科学省事業「発達障害に関する教職員等の理解啓発・専門性向上
事業(通級による指導担当教員等専門性充実事業)」を受け、通級による指導担当者の専門性の向上を図るこ
と、通級による指導担当者と通常の学級の担任とが連携する支援体制の構築を行うこと、通常の学級での個

別の支援の充実を図ることを日的として研究を行いました。今後、通級による指導担当者には、学習上及び生

活上どのような困難さのある児童生従に、具体的な目標と計画を立て、指導を行つた結果、どのような姿(成

果)が得られたのか説明できる力が求められています。

このリーフレットは、通級による指導担当者に求められる専門性として、通常の学級を中心とした通級による

指導について実践した内容をまとめたものです。m ・ 「通級による指導」事務の手引/宮崎県教育委員会 (H26年度改訂版)
' ・教育支援資料̃障害のある子供の就学手続と早期からの一買した支援の充実̃/文部科学省 2013年

改定版「通級による指導の手引き」解説とQ&A/文部科学省編著 2012年 第一法規
発達障害を含む幼児児重生徒に対する教育支援体制整備ガイドライン/文部科学省 2017年 平成30年3月 宮崎県教育委員会 通級による指導担当教員等専門性充実事業



【小学校.中学校との連携】 個人情報の管理に十分留意する。

口 職員同士や保護者を交えた情報交換会、授業の相互参観、ケース会議への出席。
本人との面談と体験、個別の教育支援計画及び個別の指導計画の引継ぎ。

【小・中学校の教職員と保護者のための学習会】
口 両校のすべての教職員と、特別支援学級在籍及び通級による指導を受けて
いる児重生徒の保護者を対象に、年に3̃5回の学習会の実施。内容は、年度ご

とにテーマを決め、学校と家庭が共に学び、情報交換会を行い、実践する。

※小学校の学習会での内容を通級による指導で活用(中学校)

小・中学校の教員と保護者がコミュニケーションを深め、信頼関係を築い
ていくことは、子どもの成長を促す上で極めて重要となります。

【中学校・高等学校との連携】
口 生徒の障がいの状態や指導状況から、入試や入学後の合理的配慮の提供に
ついて申し出るのか校内委員会で計画的に検討を行う。また、どのような情報

を引き継ぐのかということも事前に整理し、高等学校と協議をしておく。

口 合格発表後、生徒の情報交換を行う中高連絡会に、通級による指導担当者も
参加し、中学校の通級による指導で作成した自立活動の個別の指導計画を高

等学校への引継資料として活用する。その後、引き継いだ情報を基にした高等
学校での校内支援会議での活用、支援につなげる。
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区分 項目 題材名 指導内容(活動内容)
4つの
視点

(2)他者の意図や

感情の理解に

関すること

絵をみて

考えよう

言葉を字義どぉりに受

け止めす、相手の真意

を読み取れるようにす

る,(SST:いろいろな表
情の絵を見ながら気持

ちを想像する)

3

人
間
関
係
の
形
成

④

(3)自己の理解と
行動の調整に

関すること

こんなとき

どぅしますか
自分の得手・不得手を

理解し、他者の感情を

考え対応方法を身に

付ける。(SST:予想さ
れる事態を想定し、そ

の時どぅ行動するか

実際に行つてみる)

②

指導のねらいをつかむことにより、自己

認知と自己評価につながります。

( 例 ) 1単位時間の流れ

・ あいさつ

・ 1週間の生活の振り返リ
・ 本時の学習内容を知る

・目標設定を行い 、ゴー ルの姿
を考える。

つかむ

見通す

さ
ぐ
る

深
め
る

・ 状況から相手の気持ちや、笑

顔になる言葉を考え、吹き出
しに書く。活

動

・ 相手を笑顔にする声掛けを練
習する。

・ 相手を笑顔にする言葉のポイ
ントを考える。

まとめ ・本時の活動の振り返りとまとめ
・ あいさつ

指導のねらいと活動の振り返りを行うこ

とで、学習の効果が実感でき、自己理解

につながリます。

実態に応じて4つの視点をバランス
よく組み合せて指導内容を決定する。_

【1 単位時間の指導の明確化】
①自立活動の指導の流れをもとに指導の

明確化を図る。

②児重の個に応じた1単位時間の指導過程

の内容を精査する。

③具体的指導の方法について[1今味し、創意

工夫を重ねる。

【気持ちの視覚化を意図した板書の例】
自立活動の区分[人間関係の形成]

【ソーシャルスキル(上手なことわり方)】
つらい気持ち→青5段階
楽しい気持ち→赤5段階 気持_ち.の

上1i一なことわり方が
できるようになろう

【個別の教育支援計画、個別の指導計画作成期間と内容】
①5月中旬̃6月中旬
個別の教育支援計画、合理的配盧の提供の内容、個別の指導計画の前期分の短期

目標、手立て、留意点の記入。

②7月
三者面談で今年度の目標や支援方針の確認。

保護者が個別の教育支援計画の確認。

③10月
個別の指導計画の前期分の評価、後期分の

短期目標、手立て、留意点の記入。

④2月
個別の指導計画の後期分の評価等の記入、個

別の教育支援計画の次年度の目標の記入。

校長、学級担任の確認。

・_
※上記は、通常の学級担任が中心となって作成しますが、特別支援教育研修での

説明や作成のアド、バィスが必要です。

通級による指導担当教員は、自立活動の ;構基中_三!j;;
e 首一 継e 料に d、 。個別の指導 ロ十画を作成します。

口 県教育研修センターの実態把握シートなどを活用し、学級担任や教科担任が
学校生活・授業の様子を観察する。

口 教科担任等関わる教師がチームとなり、多面的な実態把握を行う。
(※生徒のプラス面が指導の中では有効)
口 心理発達検査の記録を支援の参考にし、必要に応じて関係機関との連携によ
り、専門的な情報を入手する。

口 通常の学級や通級による指導の中での困難さについては、学級担任等と共有する。

【校内での連携】 1n

口学級担任との連携

学級担任が生活の困難さに対するチェックを行い、その結果を生かしてライフス
キルを身に付ける必要がぁる生徒について、通級による指導を実施する。

口教科担任との連携

気になる生徒の授業中の様子について'青報交換を実施し、教科担任の気付きから

通級による指導につなげる。

口部活動顧間との連携

中学校では、部活動が大きな役割を果たしていることから、指導のヒントが隠れている。

【通級指導教室便りの活用】
口 通級による指導を受けている児重生徒の保護者向けに、2週間毎に通信を配付し、
家庭での支援のワンポイントアドバィスを行う。職員にも配付し、学級や専科等での

指導に活用する。

【通常の学級へのコンサルテーション】
口 指導を受けている児重生徒が、在籍学級においても、障がいによる困難さを改善
することができるように、基礎的環境整備や合理的配慮についての助言を行う。

座席配置、イヤーマフの使用、視覚支援、声掛けの仕方など、具体的
ですぐに取り入れることのできる工夫を伝えて、実践に生かす。


